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読書感想画コンクールに応募しよう！ 

『手で見るぼくの世界は』 

著者：樫崎茜 

出版社：くもん出版  

『母の国、父の国』 

著者：小手鞠るい 

出版社：さ・え・ら書房  

『ｼﾀﾏﾁ・ﾚｲｸｻｲﾄﾞ・ﾛｰﾄﾞ』 

著者：濱野京子 

出版社：ポプラ社  

『パップという名の犬』 

著者：ジル・ルイス 

訳：さくまゆみこ 

出版社：評論社  

『ﾗｽﾄ・ﾁｪﾘｰ・ﾌﾞﾛｯｻﾑ わたしのﾋﾛｼﾏ』 

著者：ｷｬｻﾘﾝ・ﾊﾞｰｷﾝｼｮｰ 

訳：吉井知代子 

出版社：ほるぷ出版  

視覚支援学校に通う佑と双葉が、それぞれの葛藤を乗り越

え、再び世界に踏み出していきます。視覚障害への理解や

共に生きる社会の実現のために、何ができるかを考える

きっかけとなる物語です。 

少女は、この国で目立った。この国は異なるものを受けい

れない。差別、いじめ、裏切り、失恋……絶望の果てに訪

れたその国は「美の楽園」だったーー。生きることの悲しさ

と力強さを描く感動作。 

創作に情熱を燃やす文芸部員たち。その中で「クリエイティブ

な才能って？わたしの表現って？」と、高校２年生の希和子の

心は揺れる。東京・下町を舞台につむがれる青春と恋のさわ

やかな物語。 

体が大きく吠え癖があるため、捨てられた子犬のパップ。大

事にしてくれる男の子がいたのに引き離されてしまった。男

の子に再会できる日は来るのか？都会に生きる野良犬たち

を描く感動の物語。 

広島に住むユリコのいつもの毎日は、一発の原子爆弾で

全て失われたーー日系アメリカ人著者が被爆者の母の体

験をもとに描く物語。 

○応募区分 

指定読書…今回のおたよりで紹介した５作品 

自由読書…自由に選んだ図書（指定図書以外の図書で、

海外で出版された図書・日本語以外の図書・教科書・副読

本・読書会用テキスト類またはそれらに準ずるもの、および

雑誌・付録は除く） 

○用紙…画用紙・ケント紙・キャンバスボード・マニラ紙・

ボール紙いずれか。（ワク貼りキャンバスや木製パネル等厚

みのある作品は不可。） 

○画材…クレヨン・パステル・水彩・油絵具など自由。（版

画・はり絵も可。） 

○寸法…36cm×25cm以上で、55cm×40cm以下 

○校内締め切り…令和５年１２月２２日（金） 

                図書館担当・吉田まで。 

 指定図書５冊を紹介します。図書館に揃っているので、読書感想画コンクールに興味のある人は早めに読んでおきま

しょう。自由読書の部もあるので、自分の好きな本で読書感想画にチャレンジしてみては？ 
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◆新刊図書紹介◆ 

分類 書名 著者 出版社 

200 歴史  
るるぶ京都‘２４  JTBパブリッシング 

るるぶ大阪ベスト‘２４  JTBパブリッシング 

３００ 社会科学  発達障害で「ぐちゃぐちゃな私」が最高に輝く方法 中村郁 秀和システム 

４００ 自然科学  美しい実験図鑑 世界でいちばん美しい３４の実験たち さとうかよこ 新星出版社 

700 芸術  

評判すぎる文学作品をだいたい１０ページくらい

の漫画で読む。 
ドリヤス工場 リイド社 

栗山ノート２ 世界一への軌跡 栗山英樹 光文社 

あなたが誰かを殺した 東野圭吾 講談社 

９００ 文学  リカバリー・カバヒコ 青山美智子 光文社 

キノの旅 １８～２３ （電撃文庫） 時雨沢恵一 KADOKAWA 

マンガ   
文豪ストレイドッグス １１～１７ 朝霧カフカ 他 KADOKAWA 

葬送のフリーレン １０～１１ 山田鐘人 小学館 

１０月２７日（金）～１１月９日（木）は読書週間です 

 

図書館にソファを設置しました！ 

ソファに座って本を読んだり、お友達とのんびり 

過ごしたり･･･。たくさん利用してください♪♪ 

リクエスト本を募集します☆ 

来月の後期中間考査終了後、図書委員

が書店で本を購入してきます。図書館に

置いて欲しい本があれば、QRコードから

リクエストしてください！ 

選書会に参加したい人も大募集中！！ 

興味がある人は、今月中に図書館・吉田までお知らせ下さい。 

日時：令和５年１１月２８日（火） １２：１５～１４：４５予定 

場所：宮脇書店佐沼店（イオンタウン佐沼内） 

交通手段：モアイバス 

終戦まもない１９４７年（昭和２２）年、まだ戦火の傷痕が至るところに残っているなかで「読書の力

によって、平和な文化国家を作ろう」という決意のもと、出版社・取次会社・書店と公共図書館、そ

して新聞・放送のマスコミ機関も加わって、１１月１７日から、第１回『読書週間』が開催されまし

た。 そのときの反響はすばらしく、翌年の第２回からは期間も１０月２７日～１１月９日（文化の日を

中心にした２週間）と定められ、この運動は全国に拡がっていきました。 

（公益社団法人 読書推進運動協議会HPより引用） 

 読書週間中に図書館から本を借りた人に、図書委員が 

作成したしおりをプレゼントします☆ 

 他にも図書館にあります。 

修学旅行の参考にしてね！ 

QRコード 


